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１．要素訓練の目的
○緊急時対策所と連携した事故シナリオに基づく現場実動訓練により，緊急時対策所及び現場
対応要員の対応力向上を目的として現場実動及び情報連携訓練を実施する。

○実働している現場対応要員を評価いただき，現場における課題の抽出を行い，改善事項を
検討する。

○抽出した良好事例をNRA及び電力各社と共有し，緊急時対策所及び現場の対応能力の向上
を図る。

２．要素訓練のテーマ
ａ．テーマ：電源復旧
ｂ．対応手順：電源車による給電
ｃ．対応手段：緊急時対策所と連携し，電源車からM/C２Ｃを介した所内電源復旧

３．実施日
○2020年２月２０日（木）

４．訓練実施体制
訓練体制図参照

福島第二 2019年度緊急時演習評価指標７（実動訓練）概要

訓練シナリオ情報につきマスキング
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５．訓練実施体制

福島第二 2019年度緊急時演習評価指標７（実動訓練）概要

安全監督担当
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６．緊急対策室レイアウト

福島第二 2019年度緊急時演習評価指標７（実動訓練）概要
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７．シナリオ概要

地震発生 震度６強 津波警報なし

１号機

富岡線１Ｌ２Ｌ、岩井戸線１
Ｌ２Ｌトリップ →

外部電源喪失

ブリーフィング・目標設定会議

共通系Ｍ／Ｃ地絡警報発生（他号機融通不可）

ＳＦＰゲート漏えい発生
（ウェル及びライナー漏洩無
し）※漏洩量１２０ｔ／ｈ

ＳＦＰ水位 No.8 AL31

EAL ２号機 ３号機 ４号機

D/D FP トリップ

FPCポンプトリップ

待機Ｄ／Ｇ全台起動

13：３5

Ｄ／Ｇ起動失敗 →ＳＢＯ

電源車・消防車出動

1４：１0 電源車・消防車到着

消防車注水開始
（状況付与）

電源車接続完了・
送電開始

ＧＴＧステーション・高圧電
源切替盤地震による崩落によ

り使用不可

ＡＬ３１

ＡＬ地震

1４：５0

1５：４５

1４：２0

1４：０0

13：４５

13：３０

共通

待機Ｄ／Ｇ全台起動

ＦＰＣポンプ起動 →
冷却開始

ＦＰＣポンプ起動 → 冷却開始

Ｐ／Ｃ受電1５：５５

・寄りつき場所に支障車両
・ケーブル絶縁不良
・スリップオン金具変形
等マルファンクション付与

福島第二 2019年度緊急時演習評価指標７（実動訓練）概要

訓練シナリオ情報につきマスキング
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８．訓練マルファンクション

福島第二 2019年度緊急時演習評価指標７（実動訓練）概要

〇電源車の配置場所に支障車両（保全部直営作業ユニック車 施錠中)
⇒支障車両の移動を実施

〇送電ケーブルの絶縁不良
⇒電源車を移動させる→ケーブル再配置

〇送電ケーブルの不良（電源車側スリップオン金具の不良）
⇒移動してきた電源車のケーブルと入替

〇コネクタ付接続ケーブルの不良
⇒移動してきた電源車のケーブルと入替

〇電源車の故障ＡＮＮ発生
⇒移動してきた電源車の入替を実施

訓練シナリオ情報につきマスキング
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９．構内配置図

福島第二 2019年度緊急時演習評価指標７（実動訓練）概要

電源車
接続場所

訓練シナリオ情報につきマスキング
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福島第二 2019年度緊急時演習評価指標７（実動訓練）概要

10．訓練観察体制
原子力規制庁殿：○名
電力会社 ：○名
訓練事務局 ：○名

11．訓練観察時資料
ａ．訓練計画書［発電所固有資料］

訓練体制，訓練目標等の観察に必要な基本情報の確認
ｂ．要素訓練観察チェックシート［発電所固有資料］
ｃ．手順書［発電所固有資料］

公開可の内容については事前に送付
公開不可の内容については，当日配布で回収
訓練設定上の模擬範囲，スキップ範囲を明確化



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

8

福島第二 2019年度緊急時演習評価指標７（実動訓練）概要

１2．要素訓練評価項目及び評価方法
（１）評価項目

要素訓練全体(緊急時対策所及び現場実動)での共通的な評価項目
要素訓練テーマ(電源車接続による給電)ごとの共通的な評価項目
発電所特有の手順に関する評価項目
※全評価項目の観察，評価を必須とするものではなく，観察できた項目の評価を行うもの
として整理

（２）観察記録：評価の理由となる事実（Fact）

（３）気付き事項，良好事例，改善事項
気付き事項：良否の判定に関係しない，何らかの気付いた事項
良好事例：特に優れている項目。評価者が自社の改善につなげられる項目。
改善事例：改善の必要性（Factに基づく理由）及び改善方法の提案（少なくとも方向性）

（４）評価結果等の反映
評価結果，良好事例，気付き事項及び改善事項については，自社の改善計画のプロセスに
取り込み，反映する。
必要に応じて改善事項を要素訓練観察チェックシートの評価項目に追加する。

（５）今年度の訓練以降，評価項目の追加・削除及びその結果の総合的な評価の方法のほか，
要素訓練実施方法についても検討していく。


